
2021年9月2日

場所

11:30

12:00

13:00

13:45

14:00

15:00 15:00　ポップコーンづくり（多ホ）

　

16:00

17:00

18:00

19:00

19:40

20:00

24:00

美方高原星空フェス　タイムスケジュール（通常）

９月４日（土）【１日目】 ※出店ブースは12:00～　出展ブースの開店は14:00～

メインエリア（多目的ホール） 定員制限アクティビティー 星空案内エリア

フェス受付開始（多目的ホール） 青空の星見会（天文台）月or金星

受付後、定員制限のある出展の申込を行います。（ツリーイング・プラネタリウム）

キャンプ場移動時間　　飲食出展は12:00から営業開始

テント寝袋シーツ受け渡し12:45-15:00.

開会式（多目的ホール）※必ずご参加ください。

16：00　ポップコーンづくり（多ホ）

14:30-16:00　クラフト（多ホ） 14：30ARネイチャーウォークラリー（多ホ）

15:00ツリーイング①10人（キャ） 15:00～日没まで　青空の星見会（多ホ）

16：00ARネイチャーウォークラリー（多ホ） ※本部で双眼鏡・星座早見盤貸出します

16:00-18:00たき火タイム①（多ホ） 16:05ツリーイング②10人（キャ） 16:05プラネタリウム②15人（多ホ）

夕食タイム　（多目的ホール）

　18:20-19:20　キャンドルアップ　星フェスにちなんだデコレーションをつくり、写真撮影をしましょう！

17：00ARネイチャーウォークラリー（多ホ）

マキ割り体験（多ホ） 17:10ツリーイング③10人（キャ） 17:10プラネタリウム③15人（多ホ）

※薪割り体験はスタッフが指導します。

　

19：00　ナイトツリーイング（キャ） 18：20-19:20　キャンドルアップづくり（多ホ）

キャンプ場で一斉消灯観望【19:40～20:00】（４０分）

安全のため移動などしないようご協力ください。

雨天、曇天時はナイトハイク

消　　灯

就寝されている方がいらっしゃいますので、行動や会話の大きさなどのご配慮をお願いします。

入浴可能時間は２４:００までです。施設玄関が２４時に施錠されます。それまでに就寝場所へお戻りください。

※双眼鏡・星座早見盤は、翌日までお持ちいただいてかまいません。

星空案内エリアまで返却をお願いいたします。
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※お手持ちの天体望遠鏡、双眼鏡を是非お持ちください操作説明は星空案内人が対応します。

※デジタルカメラで星空を撮りたい方向けに操作案内を行います。

※いずれも必ず操作マニュアル【取扱説明書】を持参ください。

CAST

実行委員

こうちゃん：尼崎市立美方高原自然の家 （所長） 実行委員長 https://www.obs-mikata.org/ メインエリア

子の星教育社　Sakagen 【プラネタリウム】 http://nenohoshi.info/ 星空案内エリア

科学普及支援団体 てんもんぶ 【星空案内】 http://tenmonbu.com/ 星空案内エリア

てんもんぶは、天文・科学イベントの企画から運営までトータルにサポートさせていただきます。

９月５日（日）【２日目】

9:00-11:00　クラフト（多ホ） 9:00ツリーイング①（キャ） 9:00 プラネタリウム④（多ホ）

メインエリア 自然体験アクティビティ 星空案内

　 6:00青空の星見会（天文台）

6:15　森の散歩① 冬の恒星シリウスをみよう！

※ホール棟玄関前に集合

　

　テント泊の方・宿舎泊の方も朝食は、７:１０～８:３０の間に宿舎食堂へお集まりださい。

宿舎泊の方は９時までに、シーツの返却と布団の整頓し、お荷物を自家用車か大研修室へ移動させてください。

テント泊の方は、テントを片づけていただき、お荷物を近くの炊事棟へご移動ください。

9：00-11：00　ARネイチャーラリー（多ホ） 9:00森の散歩②（多ホ） ※各回15名

　 10:10ツリーイング②（キャ） 10:00 プラネタリウム⑤（多ホ）

「宇宙と星空もってくよ！」を合い言葉に、天文サービスに特化した事業を展開しています。

　 10:10森の散歩③（多ホ） ※各回15名

　

１１:３０　すてきなグッズがあたるビンゴ大会（多ホ）

１１:５０　閉会式　全員で記念写真（多ホ）

昼食　12:00～12:30　お弁当を本部でお受け取りください。（多ホ）

美方高原周辺の山の魅力をガイドすることが大好きです。低山は高い山険しい山にくらべて、目に見える危険は少ないですが、危険となる状況はたくさんありま

す。山ので知識経験を伝えたり、春は野の花、夏は稜線上の涼風、秋はブナやカエデの紅葉、冬の雪原の静けさ。じっくり、ゆっくり楽しんでもらえるように宣

伝しまくりたいと思います。

https://www.obs-mikata.org/
http://nenohoshi.info/
http://tenmonbu.com/

